
福武家住宅主屋・長屋門

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた ふくたけけじゅうたくおもや・ながやもん

所在地 矢掛町横谷

指定年月日 平成16年3月12日

解説

建築年代は不明。主屋は、つし二階建て、
入母屋造、本瓦葺で、正面中央には式台
玄関を持つ。間取は、表側に5室、裏側に
居住用の部屋を配する。北端の座敷の裏
側には、上段と間口二間の床の間を備え
た御成部屋が作られている。長屋門は、
二階建て、入母屋造、本瓦葺で、側面背
面に下屋がついている。一階の間取りは、
通路の両側に二室づつ部屋が配されてい
る。福武家は天保7年(1836)に庭瀬藩板倉
家領の大庄屋となった。

アクセス方法
井原線「三谷駅」から徒歩15分，井笠バス
「横谷」バス停から徒歩5分

公開状況
通常は公開されていません。一般公開に
関する問い合わせ先：矢掛町教育委員会
（0866）82-2100

設備

備考


